
日韓議連行政視察のうち、井上章担当の部分のみ 

公立小学校における、ＩＣＰ教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■韓国の 教育制度の 概略 

 

韓国の教育制度は日本と同じく 6-3-3-4 制で、小学校の 6 年間と中学校の 3 年間

が義務教育、そ の後、高校 3 年間と大学 4 年間は選択です 。大学は日本の短期大学

に あたる 2 年制の大学もあります 。 

 1 学年は 3 月から始まり翌年の 2 月までで 1 年間となり、夏休み（7～9 月）の前後に

分かれる 2 期制 が一般的です 。入学と卒業が日本より約１ヶ月早くて、受験日も 11

月です 。 

韓国の進学率は非常に 高い です 。現在（2005年）、小学生の 99％が中学校へ 進学

します が、中学校での無償での義務教育は 1985 年に 整備され始めたばかりで、2004

年に 全国的に 無償で義務制に 統一されました。 

 また高校へ の進学者は 99.3％（日本は 94.4％）で、高校は普通高校と職業高校に

大きく分かれ、普通高校の中に は芸術や 外国語、体育など特定の分野に 力を入れた

専科の学校が、職業学校に は農業、工業、商業、水産などの実業系列学校が含まれ

ます 。 

大学や 専門大学へ の進学率は 98.8％(日本は 50.7％)と驚異的な数字です 。 

大学は一般的に 4 年間となっ ていて、入学試験は高校の内申書、入試試験、推薦状

など学校に よっ て多少違いはあります が、これらを併用して選抜を行っ てい ます 。 
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 大学を修了した後、修・博士過程に 進学す ることができる大学院が設置されてい ま

す 。 

 

【 公立新堂小学校に お け る 取組事例（ 3 年生の 授業視察）】   

○小学校であるが、動画編集の授業を行っ ていて、子どもは、いきいきとした様子で

授業に 取り組んでい たと思う。学校でも、発達段階に あわせ て系統的に ICT 教育（情

報コミュニ ケー ション技術を取り入れている。  

○外国語の指導では、パソコンを使っ たテ ィー ムテ ィー チ ングが行われてお り、ALT

が発問をはじめ、子どもとのや りとりを行う傍ら、担任はパソコンを用いて、授業の進

行管理を担うなど、効果的な展開がなされていた。  

      

○ 初めて電子黒板を目に しました。本当のところ電子黒板に つ い ての知識がなく、モ

ニ ター でパソコン画面が現れて、授業に 生かす ものなのかと考えていましたが、も

っ と進化してお り、画面で字を書いたり、個々の子どもたち のパソコンでの状況を

把握す ることができ、個別指導も可能であることがわかりました。当日は夏休みの

授業でもあり、アフ リカ での子どもたち の現状を画面で見て、が電子黒板を利用す

ることで、感想文を書い て、相互で話し合いを行う事業でした。 

 

 

 

電子黒板の学

校利用  

（W ikipedia から） 

欧米では、インタラクティブ ・ホワ イトボー ドの学

校へ の導入が進んでいる。教育ソ フ ト、Web サイ

トなどコンピュー タの画面上に 表示できるものなら何でも表示し生徒に 見せ ることがで



きる。プ ロジェ クタはコンピュー タと接続す ればインタラクテ ィブ ・ホワイトボー ドとして使

用でき、「オ ブ ジェ クト」を使用できる機種では教材作成がきわめて容易であり、極めて

効果的な授業が可能である。ＤＶＤプ レー ヤー などと接続す ることも可能である。 さら

に 、授業でホワイトボー ド上に 教師が描い たことを記録してお き、後で生徒に 配布す る

こともできる。これは復習の意味もあるし、授業を休んだ 生徒に とっ ても有用である。さ

らに 記録を印刷しないで時系列的なデ ー タとし、同時に 教師の音声を録音して付与

す ることで授業を再現す ることが可能となる。 

 

○ 図書室では多く の子どもたち が、お 母さんた

ち のボランテ ィアで読書活動に 取り組んでい

ました。文字を読む という基本的な活動を大

切に す ることも活動しています 。 

○また、説明に よると、校務処理に つ いては、

98％が電子化され、ほぼペ ー パー レス。また、

国が管理したサー バー が学校毎に 割り当てら

れ、通信速度も速く 、指導要録等全てのデ ー タが集中管理されている。この結果、

細かい事務処理はストッ クされたデ ー タをもとに 処理ができるし、保護者等からの開

示請求に 対しても、個人認証を通じて随時、対応できる。あるいは、「学級通信」も

ホー ムペ ー ジで公開、パソコンがない家庭に もパソコンを支給す るなどインフ ラの整

備も徹底している。ICT を利用す ることで、事務に 係る費用は減っ た。  

少し見に くい です が、学校での子供たち の様子そ の他を知るためのペ ー ジが用意

されています 。（最終参照） 

 

陳 泰星（ Ｊ ｉ ｎ  Ｔ ａ ｓ －ｓ ｅ ｏ ｎ ｇ ） 校長先生の あ い さ つ  

 

 本日は日本・大阪からお 越しい ただ い た府議会議員の皆様の視察先に 当学校を指

定していただ きありがとうございます 。 

 わが国は特に ＩＴＣ教育（ 情報コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

技術） に 力を入れてお り、モ デ ル 校として開学して 2

年目で 、都市型小規模小学校で す 。以前に は佐賀

県教育委員会もお 越しいただ いています 。 

ＩＴＣ教育で世界一を目指してい ます 。 



本日は夏休みのため、いくつ かのプ ログラムを 2 クラスで用意しています 。 

貴国の教育活動の参考に なれば 幸いです 。 

 

ウ ・ ジ オ ン さ ん （ 日本語を 独学で マ ス タ ー し た 先生で す ）  

 

私たち は未来を見つ める教育をめ ざしています 。 

本校は 476 名の生徒と 25 名の教職員で構成してい ます 。 

教育目標は、自分らしい 教育である、「人性教育」をめざしています 。校内に は図書館、

英語のまちなども設備されてい ます 。 

 

韓国で は 、 家庭で の 「 し つ け 」 か ら 学校で の 道徳教育、 平和教育な ど も 含め 、

子ど も の 望ま し い 人間性を 涵養す る 教育の こ と を 人性教育と い う 。  

 

ＩＴ教育はハー ドウエ アー 、ソフ トウエ アー などインター ネッ ト教育を進めています 。 

電子黒板も 18 のす べ ての教室に 設置され、ダ イレクトでノー トパソコンと接続され、オ

ンライン漢字教育や 英語教育に 活用されています 。 

 

○質疑応答 

 

Ｑ：情報管理は重要な作業のひ とつ と思い ます が、 パ ソコンの管理はどの ように して

行われています か。 

また 、教育活動を行うに 当たり、先生の習熟度を高め る必要があります が、先生

は授業を始める前の準備はどうして行われています か 

 

Ａ：教師の習熟度は充分です 。教育庁からの予算多く、習熟度は進んでい ます 。 

 

Ｑ：日本での議論の中に 先生の授業以外の事務作業が多く 、本来の教育活動に 専念

できないことが問題に なっ ています 。 

この システ ムの導入に より、先生の雑用をどれく らい 避けることがで きるので しょう

か。 

 

Ａ：あまり時間がないことが実情です 。日本と同じです  

Ａ（教頭先生）：韓国語で は答え た若い 先生に 対して「そ の ような答えをす るもの では

ありせ ん」と窘めているようでした。 

正式回答は、個人の時間を活用できるように してい ます 。研修の受け入れも変り、

教育庁から研修費が出てい ます 。また、夏休みでもインター ネッ トや Ｅラー ニ ングで

の研修も可能で、増えてきています 。 



 

Ｑ：この学校はモ デ ル 校でもあります が、全国でも校内ラン 100％と聞い てい ます が、

一般校の教育はどうなっ ているのでしょうか。 

 

Ａ：電子黒板は普及す るまでに は至っ ていませ んが、約 2 兆億ウオ ンでパソコンとモ ニ

ター を全小学校へ の配備を進め 、教育に 活用しています 。そ のため、インター ネッ

トを活用して、全国均一の教育内容を保障できます 。 

 

Ａ：10 年程前から、モ ニ ター が小学校に 設置され、インター ネッ ト速度も従来は１０ＭＢ

でしたが、現在では５０ＭＢへ とアッ プ し、教育へ の活用度も向上しました。 

 

Ｑ：日本では今年、景気対策の費用で４７ｃｈのモ ニ ター が設置競れることに なりました。

大阪では 30％普及が現状です 。 

 

Ａ：教室で 見られましたように 、エ デ ュ ネッ トがあれば 、意欲さえあれば どのサ イトのも

入ることができ、勉強す ることができます 。 

  韓国では私学に 子どもが通う傾向に あり、塾に 行かなくても良い環境をどのように し

てつ くることができるかが課題です 。高校でもインター ネッ ト教育が進め られてい ま

す 。 

学習能力を高め、生徒の能力が確認できる環境を整備す るよう進めています 。 


